




















































































































































































最初の糸の長さ（m、） 3７．８ 36.0 3３．５3０．２
1.9切断長（m、)/日 2.4 ２．１
－Uヰー●1
11.2
１．４
－●●
9.0切断長（m、)/回 9.61２．２
隅越の分類：立体的に瘻管の位置によって分類する
Ｉ型痔瘻：皮下あるいは粘膜下
Ⅱ型痔瘻：内括約筋と外括約筋の間
Ⅲ型痔瘻：内括約筋と外括約筋の間を直腸方向にむかって伸びる
Ⅳ型痔瘻：外括約筋を越えて肛門挙筋の下方にのびる。
Ｖ型痔瘻：外括約筋を越えて肛門肛門挙筋の上方にのびる。
Ⅱ型痔瘻は最も頻度が高く，Ⅳ型痔瘻はそれに次ぐ
学位論文審査結果の要旨
各審査委員による提出論文の審査、個別面談、ならびに平成１７年１月３１曰の口頭発表内容ならびに質
疑応答の結果を踏まえ、論文審査会を開催し協議した結果、次のとおり判定した。
本論文は、アーユルヴェーダ（インド伝統医学）で痔瘻の治療に使用される薬線KsharaSutraの国産化
研究である。KsharaSutraによる治療は従来の外科的手術に比して種々の点で優れ、１９８５年に我が国に導
入されて以来すでに治験は１０００例を越え、その有用性が学会でも認められている。一方、その間Kshara
Sutraはインドやスリランカからの輸入品に依存し、供給や品質面に常に不安があり、国産化が求められて
いた。
申請者はKsharaSutraの国産化研究を意図して１９９３年に自らスリランカへ調査に行き、スリランカ
製と同等のKsharaSutraの製造を目指した。国産化に際して、Kshara（アルカリ剤）の原料植物である
ＡＣｿ!)'mmbe9asperz?、並びに及狽、肋a刀勿zJDmm乳液の代替品を開発する必要があった｡AaspeIzｦの代
替品については多種の国産植物や曰局収載薬物などから製したKsharaのアルカリ度や構成元素を検討した
結果、我が国に自生するＡﾑﾉﾋﾌﾟｾﾞﾉﾌ虚zzwar.、me"ねsヨヒナタイノコヅチが適していることを見いだした。乳
液の粘着性と催炎性についてはイチジク乳液に曰局トウガラシチンキを付加することで代替できるとした。
以上の結果に加えて製造技術をも種々改良し、臨床利用可能なKsharaSutraの国産化に成功した。
以上の成果は我が国の痔瘻患者に福音をもたらすとともに、アーユルヴェーダの優れた薬剤を我が国に紹
介するものであり、本論文は博士（薬学）の学位に値するものと判定する。
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